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このような医療構造の変化に伴い、薬学教育の在り方も大きく変化してきた。2015 年 4 月から施
行された改訂モデル・コアカリキュラムでは、新たに定められた卒業時に求められる資質の一つと
して、在宅医療など地域医療への積極的参加を介して、地域における人々の健康増進に貢献する能
力を有することが標榜された 4)。これに伴い、2018 年度の OSCE から在宅での薬学的管理に関する








 実習対象は薬学部 4 年生の 413 名で、対面形式
で教育する予定であった在宅医療実習 3 時限分を
オンライン実習として実施した。実習の実施には、















































を行った（Fig. 1）。次に、学生を 4～7 名の 8 つのグループに分け、小グループ学習を実施した。小
グループ学習には ZoomⓇのブレイクアウトルーム機能を使用した。各々のグループに Teaching 


































Fig. 2 小グループ学習会場の一覧表示による実習運営 




















































































































































った。他の項目では「適切な姿勢・ふるまい」が 7 名、「適切なアイコンタクト・顔の向き」が 9




イコンタクト・顔の向き」が 2 名（－77.8％）、「開放型質問等を用いた積極的な傾聴」が 6 名（－
40.0％）で、いずれもプレ評価と比較し評価未達者数は減少した。一方、「適切な声の大きさ・話す
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